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第 一  千 葉 県 に お け る 内 水 面 漁 場 計 画 の 内 容  

漁 業 権 に 関 す る 事 項  

 そ の 一  

  １  公 示 番 号  内 共 第 一 号  

  ２  漁 場 の 位 置  市 原 市 及 び 夷 隅 郡 大 多 喜 町 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 養 老 川 及 び そ の 支 派 川  

    養 老 川  夷 隅 郡 大 多 喜 町 会 所 二 七 四 番 地 地 先 の 隧
ず い

道 下 流 端 の 線 か ら 次 の 基 点 一 号 と 基 点

二 号 を 結 ぶ 線 ま で □ 高 滝 湖 を 含 む □ □  

     基 点 一 号  市 原 市 五 井 海 岸 二 番 地 地 先 の 石 油 パ イ プ ラ イ ン 上 流 端 □ 養 老 川 右 岸 □  

     基 点 二 号  市 原 市 五 井 南 海 岸 五 〇 番 地 の 五 地 先 の 石 油 パ イ プ ラ イ ン 上 流 端 □ 養 老 川 左

岸 □  

    桧 川  夷 隅 郡 大 多 喜 町 粟 又 地 先 の 砂 防 ダ ム □ 西 川 第 一 号 コ ン ク リ □ ト 谷 止 □ 下 流 端 の 線

か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    小 田 代 川  夷 隅 郡 大 多 喜 町 面 白 字 片 倉 二 七 二 番 地 地 先 の 洞 窟 下 流 端 □ 北 緯 三 五 度 一 四 分

一 六 ・ 七 秒 □ 東 経 一 四 〇 度 一 〇 分 三 七 ・ 五 秒 の 点 □ の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま

で  

    夕 木 川 □ 蕪 来 川 □ 筒 森 川 □  夷 隅 郡 大 多 喜 町 大 田 代 一 □ 一 七 一 番 地 地 先 の 洞 窟 下 流 端 の

線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    梅 ケ 瀬 川  市 原 市 大 久 保 字 西 女 鹿 倉 九 七 一 番 地 の 二 地 先 の 二 又 川 と の 分 岐 点 □ 北 緯 三 五

度 一 五 分 六 ・ 三 秒 □ 東 経 一 四 〇 度 八 分 三 六 ・ 三 秒 の 点 □ か ら 本 流 と の 合 流 点 ま

で  

    沢 川 □ 正 木 川 □  市 原 市 国 本 字 釜 ノ 谷 六 八 四 番 地 地 先 の 国 本 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の

合 流 点 ま で  

浦 白 川  市 原 市 柳 川 七 二 八 番 地 地 先 の 柳 川 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    古 敷 谷 川  市 原 市 古 敷 谷 一 □ 二 八 四 番 地 の 一 地 先 の 犬 □ 崎 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合

流 点 ま で  

    大 作 川  市 原 市 山 口 字 過 上 山 七 三 五 番 地 地 先 の 道 路 下 の 暗 渠
き よ

下 流 端 □ 北 緯 三 五 度 二 一 分

五 三 ・ 三 秒 □ 東 経 一 四 〇 度 八 分 一 〇 ・ 一 秒 の 点 □ の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

平 蔵 川  市 原 市 米 原 二 六 七 番 地 地 先 の 上 畑 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    小 草 畑 川  市 原 市 小 草 畑 四 五 番 地 地 先 の 椿 井 戸 橋 下 流 端 の 線 か ら 平 蔵 川 と の 合 流 点 ま で  

    内 田 川  市 原 市 奥 野 一 □ 〇 六 三 番 地 地 先 の 奥 野 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    新 川  市 原 市 金 沢 四 五 一 番 地 の 五 地 先 の 県 道 一 六 九 号 線 下 の 暗 渠
き よ

下 流 端 の 線 か ら 本 流 と

の 合 流 点 ま で  

    戸 田 川  市 原 市 栢 橋 三 五 〇 番 地 地 先 の 谷 又 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    新 掘 川 □ 大 桶 川 □  市 原 市 大 桶 九 五 〇 番 地 地 先 の 大 桶 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点

ま で  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁 業 時 期  

第 五 種 共 同 漁 業  

あ ゆ 漁 業  六 月 一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま で 及 び 十 二

月 一 日 か ら 三 十 一 日 ま で  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

ふ な 漁 業         〃  

お い か わ 漁 業         〃  

う ぐ い 漁 業         〃  
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 う な ぎ 漁 業         〃  

わ か さ ぎ 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  市 原 市 及 び 夷 隅 郡 大 多 喜 町  

  ７  条 件  な し  

 そ の 二  

  １  公 示 番 号  内 共 第 二 号  

  ２  漁 場 の 位 置  木 更 津 市 □ 袖 ケ 浦 市 □ 君 津 市 及 び 鴨 川 市 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 小 櫃 川 及 び そ の 支 派 川  

    小 櫃 川  鴨 川 市 四 方 木 六 六 一 番 地 の 一 七 地 先 の 白 岩 橋 下 流 端 の 線 か ら 次 の 基 点 三 号 と 基

点 四 号 を 結 ぶ 線 ま で □ 亀 山 湖 を 含 む □ □  

     基 点 三 号  木 更 津 市 畔 戸 字 角 太 夫 八 〇 三 番 地 の 三 地 先 の 標 柱 □ 小 櫃 川 右 岸 □  

     基 点 四 号  木 更 津 市 畔 戸 二 □ 三 四 五 番 地 地 先 の 標 柱 □ 小 櫃 川 左 岸 □  

    猪 ノ 川 □ 猪 川 □  君 津 市 折 木 沢 字 相 ノ 沢 一 □ 五 四 二 番 地 の 一 地 先 の 相 之 沢 橋 下 流 端 □ 北

緯 三 五 度 一 一 分 四 二 ・ 九 秒 □ 東 経 一 四 〇 度 六 分 二 八 ・ 八 秒 の 点 □ の 線 か

ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

笹 川  君 津 市 香 木 原 字 日 暮 三 五 四 番 地 地 先 の 日 暮 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で

□ 笹 川 湖 を 含 む □ □  

    三 河 沢  君 津 市 大 戸 見 一 □ 八 〇 六 番 地 地 先 の 細 野 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    大 坂 川 □ 大 坂 沢 □  君 津 市 大 坂 一 □ 二 六 八 番 地 の 一 地 先 の 伊 賀 利 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流

と の 合 流 点 ま で  

    大 森 川  君 津 市 浦 田 一 □ 九 五 九 番 地 地 先 の 大 森 川 分 岐 点 □ 北 緯 三 五 度 一 六 分 一 八 ・ 七

秒 □ 東 経 一 四 〇 度 五 分 一 三 ・ 七 秒 の 点 □ か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    佐 野 川  木 更 津 市 田 川 六 四 三 番 地 地 先 の 田 川 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    七 曲 川  木 更 津 市 茅 野 七 曲 六 九 九 番 地 地 先 の 曽 倉 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    武 田 川  木 更 津 市 真 里 谷 四 □ 八 三 二 番 地 地 先 の 関 庭 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま

で  

    椿 川  木 更 津 市 菅 生 一 三 三 番 地 の 二 地 先 の 高 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点  ま で  

    槍 水 川 □ 鎗 水 川 □  袖 ケ 浦 市 上 宮 田 二 〇 番 地 の 二 地 先 の 永 作 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の

合 流 点 ま で  

    松 川 □ 大 月 川 を 含 む □ □  袖 ケ 浦 市 川 原 井 六 一 八 番 地 地 先 の 八 幡 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流

と の 合 流 点 ま で  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 一 種 共 同 漁 業  し じ み 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

 

第 五 種 共 同 漁 業  

あ ゆ 漁 業  六 月 一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま で 及 び 十 二

月 一 日 か ら 三 十 一 日 ま で  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

ふ な 漁 業         〃  

お い か わ 漁 業         〃  

う ぐ い 漁 業         〃  

う な ぎ 漁 業         〃  

に じ ま す 漁 業         〃  
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 わ か さ ぎ 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

６  関 係 地 区  木 更 津 市 □ 袖 ケ 浦 市 及 び 君 津 市  
７  条 件  な し  

 そ の 三  

  １  公 示 番 号  内 共 第 三 号  

  ２  漁 場 の 位 置  富 津 市 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 湊 川 及 び そ の 支 派 川  

    湊 川  富 津 市 豊 岡 二 □ 六 六 二 番 地 地 先 の 戸 面 原 ダ ム 下 流 端 の 線 か ら 次 の 基 点 五 号 と 基 点

六 号 を 結 ぶ 線 ま で  

     基 点 五 号  富 津 市 湊 地 先 の 内 房 線 鉄 橋 下 流 端 □ 湊 川 右 岸 □  

     基 点 六 号  富 津 市 湊 地 先 の 内 房 線 鉄 橋 下 流 端 □ 湊 川 左 岸 □  

    湊 川 支 流  富 津 市 豊 岡 字 怒 田 二 □ 一 五 〇 番 地 の 一 地 先 の 青 柳 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の

合 流 点 ま で  

    高 宕 川  富 津 市 宇 藤 原 字 高 宕 四 九 四 番 地 地 先 の 黒 滝 分 岐 点 □ 北 緯 三 五 度 一 二 分 二 一 ・ 七

秒 □ 東 経 一 三 九 度 五 八 分 一 四 ・ 八 秒 の 点 □ か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    飛 清 川  富 津 市 田 倉 五 〇 一 番 地 地 先 の 飛 清 橋 下 流 端 の 線 か ら 高 宕 川 と の 合 流 点 ま で  

    志 駒 川  富 津 市 山 中 五 四 八 番 地 の 二 地 先 の 下 沢 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    不 入 斗 川  富 津 市 不 入 斗 字 松 野 一 □ 三 九 二 番 地 地 先 の 鹿 原 川 と の 分 岐 点 か ら 本 流 と の 合

流 点 ま で  

    相 川  富 津 市 梨 沢 字 堀 切 九 八 七 番 地 の 二 地 先 の 湯 場 谷 分 岐 点 □ 北 緯 三 五 度 一 〇 分 二 一 ・

七 秒 □ 東 経 一 三 九 度 五 三 分 四 ・ 二 秒 の 点 □ か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    相 川 支 流  富 津 市 梨 沢 一 □ 二 五 四 番 地 地 先 の 郷 蔵 ノ 橋 下 流 端 の 線 か ら 相 川 と の 合 流 点 ま

で  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 五 種 共 同 漁 業  

あ ゆ 漁 業  六 月 一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま で 及 び 十 二

月 一 日 か ら 三 十 一 日 ま で  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

ふ な 漁 業         〃  

お い か わ 漁 業         〃  

  ７  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  富 津 市  

  ５  条 件  富 津 市 豊 岡 地 先 の 戸 面 原 ダ ム 下 流 端 の 線 か ら 下 流 五 〇 メ □ ト ル の 区 域 □ 同 市 数 馬

地 先 の 取 水 堰
せ き

上 流 端 の 線 か ら 上 流 五 〇 メ □ ト ル の 区 域 及 び 同 取 水 堰
せ き

下 流 端 の 線 か ら 下 流 五

〇 メ □ ト ル の 区 域 で は □ 定 置 性 網 漁 具 を 使 用 し て は な ら な い □  

 そ の 四  

  １  公 示 番 号  内 共 第 四 号  

  ２  漁 場 の 位 置  い す み 市 □ 勝 浦 市 並 び に 夷 隅 郡 大 多 喜 町 及 び 御 宿 町 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 夷 隅 川 □ そ の 支 派 川 及 び そ の 旧 川  

    夷 隅 川  勝 浦 市 上 植 野 六 ○ 七 番 地 地 先 の 古 新 田 川 と の 分 岐 点 か ら 次 の 基 点 七 号 と 基 点 八

号 を 結 ぶ 線 ま で  

     基 点 七 号  い す み 市 岬 町 和 泉 字 三 軒 屋 地 先 の 夷 隅 川 河 口 導 流 堤 上 流 端 □ 夷 隅 川 右 岸 □  

     基 点 八 号  い す み 市 岬 町 和 泉 字 中 州 地 先 の 夷 隅 川 河 口 導 流 堤 上 流 端 □ 夷 隅 川 左 岸 □  
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    古 新 田 川  勝 浦 市 大 森 二 七 番 地 地 先 の 荒 田 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    西 畑 川 □ 弓 木 川 □  夷 隅 郡 大 多 喜 町 弓 木 五 四 七 番 地 地 先 の 谷 合 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と

の 合 流 点 ま で  

    平 沢 川  夷 隅 郡 大 多 喜 町 平 沢 一 □ 五 六 二 番 地 地 先 の 栄 橋 下 流 端 の 線 か ら 西 畑 川 □ 弓 木

川 □ と の 合 流 点 ま で  

    大 野 川  夷 隅 郡 大 多 喜 町 石 神 字 雷 倉 一 □ 四 七 八 番 地 地 先 の 滝 原 堰 □ 石 神 溜 池 □ 下 流 端 か

ら 本 流 と の 合 流 点 ま で □ 荒 木 根 ダ ム を 含 む □ □  

    落 合 川  夷 隅 郡 御 宿 町 上 布 施 一 □ 一 六 四 番 地 地 先 の 上 落 合 川 と の 分 岐 点 か ら 本 流 と の 合

流 点 ま で  

    上 落 合 川  夷 隅 郡 御 宿 町 上 布 施 一 □ 六 七 二 番 地 の 五 地 先 の 小 幡 橋 下 流 端 の 線 か ら 落 合 川

と の 合 流 点 ま で  

    三 軒 屋 川  い す み 市 日 在 字 上 人 塚 地 先 の 水 門 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    夷 隅 川 旧 川  い す み 市 岬 町 和 泉 字 棚 場 三 □ 三 四 六 番 地 の 六 一 地 先 の 棚 場 水 門 下 流     

端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 五 種 共 同 漁 業  

あ ゆ 漁 業  六 月 一 日 か ら 九 月 三 十 日 ま で 及 び 十 二

月 一 日 か ら 三 十 一 日 ま で  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

ふ な 漁 業         〃  

お い か わ 漁 業         〃  

う ぐ い 漁 業         〃  

う な ぎ 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  い す み 市 □ 勝 浦 市 並 び に 夷 隅 郡 大 多 喜 町 及 び 御 宿 町  

７  条 件  な し  

 そ の 五  

  １  公 示 番 号  内 共 第 五 号  

  ２  漁 場 の 位 置  茂 原 市 及 び 長 生 郡 白 子 町 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 南 白 亀 川 及 び そ の 支 派 川  

    南 白 亀 川  茂 原 市 清 水 字 堰 芝 一 □ 二 四 七 番 地 の 三 地 先 の 清 水 地 区 水 門 下 流 端 の 線 か ら 次

の ア と イ の 点 を 結 ぶ 線 ま で  

     基 点 十 三 号  長 生 郡 白 子 町 剃 金 字 川 岸 地 先 の 九 十 九 里 道 路 南 白 亀 橋 下 流 端 □ 南 亀 白 川

左 岸 □  

     基 点 十 四 号  長 生 郡 白 子 町 古 所 字 北 川 岸 地 先 の 九 十 九 里 道 路 南 白 亀 橋 下 流 端 □ 南 亀 白

川 右 岸 □  

     ア  基 点 十 三 号 か ら 南 白 亀 川 左 岸 河 口 導 流 堤 沿 い に 下 流 二 五 〇 メ □ ト ル の 点  

     イ  基 点 十 四 号 か ら 南 白 亀 川 右 岸 河 口 導 流 堤 沿 い に 下 流 三 〇 〇 メ □ ト ル の 点  

    赤 目 川  長 生 郡 白 子 町 北 日 当 字 釜 土 三 九 八 番 地 の 五 地 先 の 北 日 当 可 動 堰 下 流 端 の 線 か ら

本 流 と の 合 流 点 ま で  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 五 種 共 同 漁 業  こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  
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 ふ な 漁 業         〃  

う な ぎ 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  茂 原 市 及 び 長 生 郡 白 子 町  

７  条 件  な し  

 そ の 六  

  １  公 示 番 号  内 共 第 六 号  

  ２  漁 場 の 位 置  匝 瑳 市 □ 香 取 市 □ 香 取 郡 多 古 町 並 び に 山 武 郡 芝 山 町 及 び 横 芝 光 町 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 栗 山 川 及 び そ の 支 派 川  

    栗 山 川  香 取 市 荒 北 字 杉 山 下 一 □ 七 六 二 番 地 の 二 地 先 の 荒 北 橋 下 流 端 の 線 か ら 次 の ア の

点 と 基 点 十 八 号 を 結 ぶ 線 ま で  

     ア  北 緯 三 五 度 三 六 分 四 二 ・ 九 秒 □ 東 経 一 四 〇 度 三 一 分 五 〇 ・ 九 秒 の 点  

     基 点 十 八 号  山 武 郡 横 芝 光 町 屋 形 字 東 雲 五 □ 三 五 六 番 地 の 八 地 先 の 標 柱  

    支 川 栗 山 川  香 取 市 岩 部 三 □ 四 四 〇 番 地 の 三 地 先 の 清 水 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流

点 ま で  

    川 島 川  香 取 郡 多 古 町 坂 字 土 佛 七 六 四 番 地 地 先 の 土 佛 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点

ま で  

    川 島 川 支 流  香 取 郡 多 古 町 東 松 崎 字 土 橋 四 番 地 地 先 の 土 橋 下 流 端 の 線 か ら 川 島 川 と の 合

流 点 ま で  

    借 当 川  匝 瑳 市 飯 多 香 字 大 部 田 二 三 二 番 地 の 一 地 先 の 境 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流

点 ま で  

    多 古 橋 川  香 取 郡 多 古 町 飯 笹 四 四 〇 番 地 地 先 の 馬 堤 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま

で  

    高 谷 川  山 武 郡 芝 山 町 菱 田 七 七 番 地 地 先 の 大 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    小 川 川  匝 瑳 市 飯 倉 二 □ 二 七 五 番 地 の 二 地 先 の 飯 森 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま

で  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 五 種 共 同 漁 業  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

ふ な 漁 業         〃  

う な ぎ 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  匝 瑳 市 □ 香 取 市 □ 香 取 郡 多 古 町 並 び に 山 武 郡 芝 山 町 及 び 横 芝 光 町  

  ７  条 件  な し  

 そ の 七  

  １  公 示 番 号  内 共 第 七 号  

  ２  漁 場 の 位 置  柏 市 □ 我 孫 子 市 □ 白 井 市 及 び 印 西 市 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 手 賀 沼 及 び そ の 支 派 川  

    手 賀 沼  全 面  

    下 手 賀 沼  全 面  

    大 堀 川  柏 市 呼 塚 新 田 一 六 番 地 の 一 地 先 の 呼 塚 橋 下 流 端 の 線 か ら 手 賀 沼 へ の 流 入 点 ま で  

    大 津 川  柏 市 大 井 地 先 の 中 之 橋 下 流 端 の 線 か ら 手 賀 沼 へ の 流 入 点 ま で  

    染 井 入 落  柏 市 染 井 入 新 田 一 二 五 番 地 の 二 地 先 の 染 井 入 橋 下 流 端 の 線 か ら 手 賀 沼 へ の 流

入 点 ま で  
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    手 賀 川 □ 六 軒 川 を 含 む □ □  手 賀 沼 か ら の 流 出 点 か ら 印 西 市 大 森 三 □ 九 五 四 番 地 の 一 地

先 の 手 賀 排 水 機 場 樋 門 上 流 端 の 線 ま で  

    下 手 賀 川  下 手 賀 沼 か ら の 流 出 点 か ら 手 賀 川 と の 合 流 点 ま で  

    金 山 落  白 井 市 今 井 一 番 地 地 先 の 名 内 橋 下 流 端 の 線 か ら 下 手 賀 沼 へ の 流 入 点 ま で  

    亀 成 川  印 西 市 亀 成 三 〇 一 番 地 地 先 の 亀 成 橋 下 流 端 の 線 か ら 下 手 賀 川 と の 合 流 点 ま で  

    弁 天 川  手 賀 川 か ら の 分 派 点 か ら 手 賀 川 と の 合 流 点 ま で  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 五 種 共 同 漁 業  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  
ふ な 漁 業         〃  

う な ぎ 漁 業         〃  

わ か さ ぎ 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  柏 市 □ 我 孫 子 市 □ 白 井 市 及 び 印 西 市  

  ７  条 件  な し  

 そ の 八  

  １  公 示 番 号  内 共 第 八 号  

  ２  漁 場 の 位 置  成 田 市 □ 佐 倉 市 □ 八 千 代 市 □ 印 西 市 及 び 印 旛 郡 栄 町 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 印 旛 沼 及 び そ の 支 派 川 □ た だ し □ 中 央 排 水 路 を 除 く □ □  

    西 印 旛 沼  全 面  

    北 印 旛 沼  全 面  

    新 川 □ 印 旛 放 水 路 上 流 □  西 印 旛 沼 か ら の 流 出 点 か ら 八 千 代 市 村 上 二 □ 五 七 九 番 地 の 一

地 先 の 村 上 橋 上 流 端 の 線 ま で  

    手 繰 川  佐 倉 市 臼 井 台 一 □ 六 七 七 番 地 の 一 地 先 の 手 繰 橋 下 流 端 の 線 か ら 西 印 旛 沼 へ の 流

入 点 ま で  

    鹿 島 川  佐 倉 市 太 田 地 先 の 物 井 川 橋 り □ う □ 総 武 本 線 鉄 橋 □ 下 流 端 の 線 か ら 西 印 旛 沼 へ

の 流 入 点 ま で  

    高 崎 川  佐 倉 市 鏑 木 町 四 八 四 番 地 地 先 の 樋 之 口 橋 下 流 端 の 線 か ら 鹿 島 川 と の 合 流 点 ま で  

    印 旛 水 路 □ 印 旛 捷 水 路 □  西 印 旛 沼 か ら の 流 出 点 か ら 北 印 旛 沼 へ の 流 入 点 ま で  

    長 門 川  北 印 旛 沼 か ら の 流 出 点 か ら 印 旛 郡 栄 町 和 田 地 先 の 印 旛 水 門 上 流 端 の 線 ま で □ た

だ し □ 印 旛 排 水 機 場 の ゴ ミ 除 け ス ク リ □ ン 基 部 よ り 右 岸 一 八 二 メ □ ト ル の 点 と 左

岸 一 〇 八 メ □ ト ル の 点 を 結 ん だ 線 か ら 印 旛 排 水 機 場 に 通 じ る 区 域 を 除 く □ □  

    旧 長 門 川  印 西 市 下 井 九 九 七 番 地 地 先 の 樋 門 上 流 端 か ら 長 門 川 と の 合 流 点 ま で  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 五 種 共 同 漁 業  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

ふ な 漁 業         〃  

う な ぎ 漁 業         〃  

わ か さ ぎ 漁 業         〃  

も つ ご 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  成 田 市 □ 佐 倉 市 □ 八 千 代 市 □ 印 西 市 及 び 印 旛 郡 栄 町  

  ７  条 件  八 千 代 市 平 戸 地 先 の 平 戸 橋 下 流 端 の 線 と 同 市 村 上 地 先 の 村 上 橋 上 流 端 の 線 と の 間
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の 新 川 □ 印 西 市 及 び 印 旛 郡 栄 町 地 先 の 長 門 川 並 び に 旧 長 門 川 で は □ 定 置 性 漁 具 □ 刺 し 網 及

び せ ん は 除 く □ □ を 使 用 し て は な ら な い □  

 そ の 九  

  １  公 示 番 号  内 共 第 九 号  

  ２  漁 場 の 位 置  香 取 市 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 与 田 浦 川 及 び そ の 支 派 川  

    与 田 浦 川  香 取 市 佐 原 ハ 四 □ 五 九 六 番 地 地 先 の 中 洲 橋 下 流 端 の 線 か ら 同 市 附 洲 新 田 三 三

四 番 地 地 先 の 附 洲 橋 上 流 端 の 線 ま で □ 与 田 浦 を 含 む □ □  

    新 左 衛 門 川  与 田 浦 川 か ら の 流 出 点 か ら 香 取 市 加 藤 洲 地 先 の 水 月 橋 上 流 端 の 線 ま で  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 五 種 共 同 漁 業  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

ふ な 漁 業         〃  

う な ぎ 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  香 取 市  

  ７  条 件  な し  

 そ の 十  

  １  公 示 番 号  内 共 第 十 号  

  ２  漁 場 の 位 置  香 取 市 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 基 点 二 十 三 号 か ら 三 五 二 度 の 線 と 基 点 二 十 四 号 か ら 二 八 度 二 〇 分 の 線

と の 間 の 利 根 川 本 流 に お け る 千 葉 県 水 面  

    基 点 二 十 三 号  香 取 市 と 香 取 郡 神 崎 町 と の 境 界 線 と 利 根 川 右 岸 と の 交 差 点  

    基 点 二 十 四 号  香 取 市 一 ノ 分 目 仲 割 一 □ 七 四 四 番 地 地 先 の 水 郷 お と し 圦 樋  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 五 種 共 同 漁 業  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

ふ な 漁 業         〃  

う な ぎ 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  香 取 市  

７  条 件  な し  

 そ の 十 一  

  １  公 示 番 号  内 共 第 十 一 号  

  ２  漁 場 の 位 置  香 取 市 及 び 香 取 郡 東 庄 町 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 基 点 二 十 四 号 か ら 二 八 度 二 〇 分 の 線 と 香 取 郡 東 庄 町 地 先 の 利 根 川 河 口

堰 上 流 端 の 線 と の 間 の 利 根 川 本 流 に お け る 千 葉 県 水 面  

    基 点 二 十 四 号  香 取 市 一 ノ 分 目 仲 割 一 □ 七 四 四 番 地 地 先 の 水 郷 お と し 圦 樋  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 五 種 共 同 漁 業  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

ふ な 漁 業         〃  

う な ぎ 漁 業         〃  
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  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  銚 子 市 富 川 町 □ 森 戸 町 □ 笹 本 町 □ 桜 井 町 及 び 宮 原 町 □ 香 取 郡 東 庄 町 並 び に 香

取 市  
７  条 件  な し  

 そ の 十 二  

  １  公 示 番 号  内 共 第 十 二 号  

  ２  漁 場 の 位 置  銚 子 市 及 び 香 取 郡 東 庄 町 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  香 取 郡 東 庄 町 地 先 の 利 根 川 河 口 堰 下 流 端 の 線 と 次 の 基 点 二 十 五 号 か ら 二 六

九 度 五 〇 分 の 線 と の 間 の 利 根 川 に お け る 千 葉 県 水 面 □ た だ し □ 銚 子 漁 港 第 二 漁 船 渠
き よ

河 堤 □

基 点 二 十 六 号 と 基 点 二 十 七 号 を 結 ぶ 線 及 び 川 口 町 か ら 内 浜 町 に 至 る 導 流 堤 を 結 ぶ 線 の 南 側

漁 港 区 域 を 除 く □ □  

    基 点 二 十 五 号  銚 子 市 川 口 町 二 丁 目 の 千 人 塚 海 難 漁 民 慰 霊 塔  

    基 点 二 十 六 号  銚 子 港 第 二 漁 船 だ ま り 河 堤 灯 台  

    基 点 二 十 七 号  銚 子 市 内 浜 町 地 先 の 銚 子 漁 港 導 流 堤 の 白 灯 台  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 一 種 共 同 漁 業  

か き 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

あ さ り 漁 業         〃  

は ま ぐ り 漁 業         〃  

餌 む し 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  銚 子 市 及 び 香 取 郡 東 庄 町  

  ７  条 件  な し  

 そ の 十 三  

  １  公 示 番 号  内 共 第 十 三 号  

  ２  漁 場 の 位 置  君 津 市 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 小 糸 川 及 び そ の 支 派 川  

    小 糸 川  次 の 基 点 二 十 八 号 と 基 点 二 十 九 号 を 結 ぶ 線 か ら 基 点 三 十 号 と 基 点 三 十 一 号 を 結

ぶ 線 ま で  

     基 点 二 十 八 号  君 津 市 正 木 字 大 岩 地 先 の 三 島 ダ ム 頭 首 工 下 流 端 の 線 か ら 下 流 一 〇 〇

メ □ ト ル の 点 □ 小 糸 川 右 岸 □  

     基 点 二 十 九 号  君 津 市 正 木 字 大 岩 地 先 の 三 島 ダ ム 頭 首 工 下 流 端 の 線 か ら 下 流 一 〇 〇

メ □ ト ル の 点 □ 小 糸 川 左 岸 □  

     基 点 三 十 号  君 津 市 人 見 地 先 の 周 西 橋 下 流 端 の 線 か ら 下 流 一 七 〇 メ □ ト ル の 点 □ 小 糸

川 右 岸 □  

     基 点 三 十 一 号  君 津 市 人 見 地 先 の 周 西 橋 下 流 端 の 線 か ら 下 流 一 七 〇 メ □ ト ル の 点 □ 小

糸 川 左 岸 □  

    高 宕 沢  君 津 市 怒 田 沢 地 先 の 高 宕 大 滝 滝 つ ぼ か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

    梨 の 木 沢 川  君 津 市 東 粟 倉 字 間 並 七 〇 七 番 地 の 一 地 先 の 梨 の 木 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と

の 合 流 点 ま で  

    馬 登 川  君 津 市 皿 引 字 岩 田 一 〇 五 番 地 の 二 地 先 の 岩 田 橋 下 流 端 の 線 か ら 本 流 と の 合 流 点

ま で  

    江 川  君 津 市 郡 字 赤 磯 地 先 の 郡 川 と の 合 流 点 か ら 本 流 と の 合 流 点 ま で  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  
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漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 五 種 共 同 漁 業  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

ふ な 漁 業         〃  

お い か わ 漁 業         〃  

う ぐ い 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  君 津 市  

  ７  条 件  な し  

 そ の 十 四  

  １  公 示 番 号  内 共 第 十 四 号  

  ２  漁 場 の 位 置  千 葉 県 野 田 市 □ 柏 市 □ 我 孫 子 市 □ 印 西 市 □ 印 旛 郡 栄 町 □ 成 田 市 及 び 香 取 郡

神 崎 町 □ 茨 城 県 古 河 市 □ 猿 島 郡 五 霞 町 及 び 境 町 □ 坂 東 市 □ 守 谷 市 □ 取 手 市 □ 北 相 馬 郡 利 根

町 □ 稲 敷 郡 河 内 町 並 び に 稲 敷 市 並 び に 埼 玉 県 加 須 市 及 び 久 喜 市 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 基 点 第 一 号 と ア の 点 を 結 ぶ 線 か ら 基 点 第 二 号 と イ の 点 を 結 ぶ 線 ま で の

利 根 川 本 流 の 区 域 □ た だ し □ 基 点 第 三 号 と ウ の 点 を 結 ぶ 線 か ら 上 流 の 小 貝 川 □ 基 点 第 四 号

と エ の 点 を 結 ぶ 線 か ら 上 流 の 鬼 怒 川 □ 基 点 第 五 号 と 基 点 第 六 号 を 結 ぶ 線 か ら 下 流 の 江 戸 川

及 び 基 点 第 七 号 と 基 点 第 八 号 を 結 ぶ 線 か ら 上 流 の 渡 良 瀬 川 の 区 域 を 除 く □ □  

    基 点 第 一 号  千 葉 県 香 取 市 と 香 取 郡 神 崎 町 と の 境 界 線 と 利 根 川 右 岸 と の 交 差 点  

    基 点 第 二 号  埼 玉 県 加 須 市 飯 積 地 先 の 合 の 川 防 災 ス テ □ シ □ ン に 設 置 さ れ た 国 土 交 通 省

利 根 川 上 流 河 川 事 務 所 の 河 川 管 理 境 界 標 識 □ 利 根 川 左 岸 □  

    基 点 第 三 号  茨 城 県 北 相 馬 郡 利 根 町 羽 根 野 地 先 の 国 土 交 通 省 キ ロ 杭 ゼ ロ 点 □ 小 貝 川 左

岸 □  

    基 点 第 四 号  茨 城 県 守 谷 市 大 木 地 先 の 鬼 怒 川 護 岸 突 端 □ 鬼 怒 川 右 岸 □  

    基 点 第 五 号  茨 城 県 猿 島 郡 五 霞 町 地 先 の 関 宿 水 閘 門 下 流 端 □ 江 戸 川 右 岸 □  

    基 点 第 六 号  茨 城 県 猿 島 郡 五 霞 町 地 先 の 関 宿 水 閘 門 下 流 端 □ 江 戸 川 左 岸 □  

    基 点 第 七 号  埼 玉 県 加 須 市 本 郷 地 先 の 東 武 鉄 道 鉄 橋 左 端 橋 礎 □ 渡 良 瀬 川 右 岸 □  

    基 点 第 八 号  茨 城 県 古 河 市 中 田 新 田 地 先 の 香 取 神 社 鳥 居 右 柱 □ 渡 良 瀬 川 左 岸 □  

    ア  基 点 第 一 号 か ら 三 五 二 度 の 線 と 利 根 川 左 岸 と の 交 差 点  

    イ  基 点 第 二 号 か ら 二 三 〇 度 の 線 と 利 根 川 右 岸 と の 交 差 点  

    ウ  基 点 第 三 号 か ら 二 九 二 度 の 線 と 小 貝 川 右 岸 と の 交 差 点  

    エ  基 点 第 四 号 か ら 六 一 度 の 線 と 鬼 怒 川 左 岸 と の 交 差 点  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 五 種 共 同 漁 業  

こ い 漁 業  一 月 一 日 か ら 十 二 月 三 十 一 日 ま で  

ふ な 漁 業         〃  

う な ぎ 漁 業         〃  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 五 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  関 係 地 区  千 葉 県 野 田 市 □ 柏 市 □ 我 孫 子 市 □ 印 西 市 □ 印 旛 郡 栄 町 □ 成 田 市 及 び 香 取 郡 神

崎 町 □ 茨 城 県 古 河 市 □ 猿 島 郡 五 霞 町 及 び 境 町 □ 坂 東 市 □ 常 総 市 □ 守 谷 市 □ 取 手 市 □ 北 相 馬

郡 利 根 町 □ 稲 敷 郡 河 内 町 並 び に 稲 敷 市 並 び に 埼 玉 県 加 須 市 及 び 久 喜 市  

  ７  条 件  茨 城 県 猿 島 郡 五 霞 町 地 先 の 関 宿 水 閘 門 堰 堤 上 流 端 か ら 上 流 五 〇 メ □ ト ル の 区 域 に

お い て は □ 網 漁 具 を 使 用 し て は な ら な い □  

 そ の 十 五  
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  １  公 示 番 号  内 区 第 一 号  

  ２  漁 場 の 位 置  い す み 市 岬 町 和 泉 及 び 岬 町 江 場 土 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  い す み 市 日 在 字 上 人 塚 地 先 の 水 門 下 流 端 の 線 か ら 同 市 岬 町 和 泉 字 三 軒 屋 二

ノ 瀬 地 先 の 若 潮 橋 上 流 端 の 線 ま で の 三 軒 屋 川  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 一 種 区 画 漁 業  あ お の り 養 殖 業  九 月 一 日 か ら 翌 年 四 月 三 十 日 ま で  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

６  個 別 漁 業 権 又 は 団 体 漁 業 権 の 別  団 体 漁 業 権  

  ７  関 係 地 区  い す み 市  

  ８  条 件  な し  

 そ の 十 六  

  １  公 示 番 号  内 区 第 二 号  

  ２  漁 場 の 位 置  い す み 市 岬 町 和 泉 及 び 岬 町 江 場 土 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  い す み 市 岬 町 和 泉 字 棚 場 三 □ 三 四 六 番 地 の 六 一 地 先 の 棚 場 水 門 下 流 端 の 線

か ら 次 の 基 点 八 号 と 基 点 十 一 号 を 結 ぶ 線 ま で の 旧 夷 隅 川 残 存 水 面  

    基 点 八 号  い す み 市 岬 町 和 泉 字 中 州 地 先 の 夷 隅 川 河 口 導 流 堤 上 流 端 □ 夷 隅 川 左 岸 □  

    基 点 十 一 号  い す み 市 岬 町 江 場 土 字 上 瀬 地 先 の 標 柱 □ 夷 隅 川 左 岸 □  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 一 種 区 画 漁 業  あ お の り 養 殖 業  九 月 一 日 か ら 翌 年 四 月 三 十 日 ま で  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  個 別 漁 業 権 又 は 団 体 漁 業 権 の 別  団 体 漁 業 権  

  ７  関 係 地 区  い す み 市  

  ８  条 件  な し  

 そ の 十 七  

  １  公 示 番 号  内 区 第 三 号  

  ２  漁 場 の 位 置  長 生 郡 長 生 村 一 松 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 基 点 十 二 号 か ら 八 八 度 五 〇 分 の 線 と 長 生 郡 長 生 村 一 松 字 中 瀬 丙 四 □ 四

四 三 番 地 地 先 の 九 十 九 里 道 路 中 瀬 橋 上 流 端 の 線 ま で の 間 の 旧 一 宮 川  

    基 点 十 二 号  長 生 郡 長 生 村 一 松 地 先 の 新 城 之 内 橋 南 側 端  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 一 種 区 画 漁 業  あ お の り 養 殖 業  九 月 一 日 か ら 翌 年 四 月 三 十 日 ま で  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

６  個 別 漁 業 権 又 は 団 体 漁 業 権 の 別  団 体 漁 業 権  

  ７  関 係 地 区  長 生 郡 一 宮 町 及 び 長 生 村  

  ８  条 件  な し  

 そ の 十 八  

  １  公 示 番 号  内 区 第 四 号  

  ２  漁 場 の 位 置  長 生 郡 白 子 町 剃 金 及 び 古 所 地 先  

  ３  漁 場 の 区 域  次 の 基 点 十 五 号 と 基 点 十 六 号 を 結 ぶ 線 か ら 基 点 十 三 号 と 基 点 十 四 号 を 結 ぶ

線 ま で の 間 の 南 白 亀 川  

    基 点 十 三 号  長 生 郡 白 子 町 剃 金 字 川 岸 地 先 の 九 十 九 里 道 路 南 白 亀 橋 下 流 端 □ 南 白 亀 川 左
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岸 □  

    基 点 十 四 号  長 生 郡 白 子 町 古 所 字 北 川 岸 地 先 の 九 十 九 里 道 路 南 白 亀 橋 下 流 端 □ 南 白 亀 川

右 岸 □  

    基 点 十 六 号  長 生 郡 白 子 町 古 所 字 川 間 三 六 番 地 の 二 地 先 の 標 柱 □ 南 白 亀 川 右 岸 □  

    ア  北 緯 三 五 度 二 七 分 二 五 ・ 〇 秒 □ 東 経 一 四 ○ 度 二 三 分 四 ○ ・ 二 秒 の 点  

  ４  漁 業 の 種 類 □ 漁 業 の 名 称 及 び 漁 業 時 期  

漁 業 の 種 類  漁  業  の  名  称  漁   業   時   期  

第 一 種 区 画 漁 業  あ お の り 養 殖 業  九 月 一 日 か ら 翌 年 四 月 三 十 日 ま で  

  ５  存 続 期 間  令 和 五 年 九 月 一 日 か ら 令 和 十 年 八 月 三 十 一 日 ま で  

  ６  個 別 漁 業 権 又 は 団 体 漁 業 権 の 別  団 体 漁 業 権  

  ７  関 係 地 区  長 生 郡 白 子 町  

  ８  条 件  な し  

 備 考  ３  漁 場 の 区 域 の 度 数 表 示 に つ い て は □ 全 て 真 方 位 表 示 □ 緯 度 経 度 に つ い て は 全 て 世 界

測 地 系 □ と す る □  

第 二  漁 業 法 施 行 規 則 第 二 十 四 条 各 号 に 掲 げ る 事 項  
 一  漁 業 法 第 六 十 七 条 第 二 項 で 準 用 す る 第 六 十 四 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 聴 い た 千 葉 県 内 水 面 漁

場 管 理 委 員 会 □ 茨 城 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 及 び 埼 玉 県 内 水 面 漁 場 管 理 委 員 会 の 意 見 の 概 要

及 び 当 該 意 見 の 処 理 の 結 果  
  １  意 見 の 概 要  
    原 案 に 異 議 な し  
  ２  当 該 意 見 の 処 理 の 結 果  
    当 該 意 見 を 踏 ま え て 千 葉 県 に お け る 内 水 面 漁 場 計 画 の 案 の と お り 千 葉 県 内 水 面 漁 場 計 画

を 定 め る こ と と し た □  
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 二  漁 場 図  
  １  内 共 第 一 号  
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  ２  内 共 第 二 号  
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  ３  内 共 第 三 号  
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  ４  内 共 第 四 号  
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  ５  内 共 第 五 号  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  ６  内 共 第 六 号  
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  ７  内 共 第 七 号  
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  ８  内 共 第 八 号  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  ９  内 共 第 九 号  
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  1
0  内 共 第 十 号  
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1
1  内 共 第 十 一 号  
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1
2  内 共 第 十 二 号  
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1
3  内 共 第 十 三 号  
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1
4  内 共 第 十 四 号  
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1
5  内 区 第 一 号  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

1
6  内 区 第 二 号  
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1
7  内 区 第 三 号  
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1
8  内 区 第 四 号  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

27 

 

 三  類 似 漁 業 権 以 外 の 漁 業 権  
   該 当 な し  

第 三  漁 業 の 免 許 予 定 日  

   令 和 五 年 九 月 一 日  

第 四  漁 業 の 免 許 の 申 請 期 間  

   令 和 五 年 六 月 一 日 か ら 七 月 五 日 ま で  

 


